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広報伊丹■２０２３（令和５）年３月１日 第１４８９号（４）

知
っ
て
い
ま
す
か

合
理
的
配
慮

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
平
成
２８

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
へ

の
差
別
を
な
く
し
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
の

実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

正
当
な
理
由
な
く
障
害
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
す
る

こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た

っ
て
場
所
や
時
間
帯
な
ど
を
制
限
す

る
と
い
っ
た
条
件
を
付
け
る
こ
と
な

ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供

障
が
い
者
は
、
社
会
的
障
壁
に
よ

っ
て
生
活
し
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
障
が
い
者
か
ら
何
ら
か
の
配
慮

を
求
め
る
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き

に
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め

に
必
要
で
合
理
的
な
話
し
合
い
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

互
い
に
理
解
し
、
行
動
を

話
し
合
い
を
通
じ
て
理
解
を
深

め
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

誰もが自分らしく
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障害の有無に関わらず全ての人が自分らしく生きることはとても大切なことです。
障がい者が抱える困難を想像し、共感するためには、障害の特性を具体的に理解する
ことが重要です。障害のことを知り、コミュニケーションを通して「心のバリアフリ
ー」を広げ、お互いに配慮して誰もが暮らしやすい社会を築いていきましょう。問い
合わせは市障害福祉課!７８４－８０３２（ファクス７８４－８００６）へ。

虐
待
の
な
い
社
会
へ

障
害
者
虐
待
防
止
法

障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、
障
が

い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
と
し
て
、
平

成
２４
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
虐
待
は
、
▽
養
護
者
に

よ
る
虐
待
▽
障
害
者
福
祉
施
設
従

事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
▽
職
場
で

の
使
用
者
に
よ
る
虐
待
の
大
き
く

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

特
に
養
護
者
に
よ
る
虐
待
は
、

重
い
介
護
負
担
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が

原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

養
護
者
へ
の
支
援
も
重
要
で
す
。

伊
丹
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ

ー
で
は
、
命
に
関
わ
る
緊
急
時
に
は

障
が
い
者
の
安
全
を
確
保
し
、
養
護

者
も
一
時
的

に
介
護
負
担

か
ら
解
放
さ

れ
、
落
ち
着

く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

虐
待
は
早

期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
で

す
。
虐
待
し
て
い
る
側
に
自
覚
が

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
障
害

者
虐
待
か
な
」「
こ
れ
大
丈
夫
？
」

と
思
っ
た
と
き
は
迷
わ
ず
同
セ
ン

タ
ー
!

７８４
・
８
０
３
２
（
フ
ァ
ク

ス
７７７
・
０
２
９
４
も
可
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
秘

密
厳
守
。

施
行
５
周
年

市
手
話
言
語
条
例

ろ
う
者
と
は
、
耳
が
聞
こ
え
に

く
く
手
話
を
母
語
と
す
る
人
の
こ

と
で
す
。
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
孤
立
し
た

り
、
案
内
や
注
意
な
ど
の
必
要
な

情
報
が
取
得
で
き
な
か
っ
た
り
、

日
常
生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
現
場
で
手
話
が
禁

止
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
日

本
語
文
法
な
ど
の
獲
得
が
十
分
で

な
く
、
読
み
書
き
の
能
力
に
制
約

が
あ
る
人
も
い
ま
す
。

市
手
話
言
語
条
例
は
、「
手
話
は

言
語
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
基

づ
き
、
手
話
の
普
及
啓
発
に
関
し

て
、
市
の
責
務
や
市
民
の
役
割
を

明
ら
か
に
し
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以

外
の
人
と
が
共
生
す
る
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、
平

成
３０
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

市
は
、
９
月
２３
日
の
「
手
話
言
語

の
国
際
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
カ
リ
ヨ

ン
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
青
色
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

聴
覚
障
害
や
手
話
言
語
の
周
知
と

理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
会
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
"
①
３
月
４
日
㈯
②
５
日

㈰
の
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
▽
会
場

"
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
▽
内
容
"

え

「
咲
む
」（
２
０
２
０
年
。
日
本
。

１１５
分
。
字
幕
あ
り
）
▽
対
象
・
定
員

"
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
①
１２０

人
②
２３０
人
▽
参
加
料
"
無
料
。

#
フ
ァ
ク
ス
７８２
・
９
２
３
９
に
希

望
日
、
氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
参
加
人
数
を
書
い

て
、
３
月
１
日
ま
で
に
伊
丹
市
聴
力

障
害
者
協
会
ろ
う
あ
部
会
事
務
局

へ
。
先
着
順
。

市
民
手
話
講
座
に
講
師
を
派
遣

手
話
講
師
（
聞
こ
え
る
講
師
と
ろ

う
の
講
師
各
１
人
）
を
派
遣
し
ま

す
。対

象
は
手
話
を
学
び
た
い
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
者
な
ど
が
過
半
数

を
占
め
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
。

年
間
最
大
１０
回
ま
で
（
１
回
あ
た
り

２
時
間
ま
で
）。回
数
は
要
相
談
。

無
料
。

#
市
障
害
福
祉
課
へ
（
フ
ァ
ク

ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
も
可
）。

聞
こ
え
が
不
自
由
な
人
に
配
慮
を

聞
こ
え
が
不
自
由
な
人
へ
の
配

慮
を
お
願
い
す
る
カ
ー
ド
（
上
写

真
）
を
市
役
所
１
階
の
障
害
福
祉

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
聴
覚
障

害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
配
布
し
ま
す
（
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
が
対
象
）。

同
カ
ー
ド
の
提
示
が
あ
っ
た
場

合
は
、
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

知
っ
て
お
こ
う

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
（
左
写
真
）

は
、
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
人

の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。
同
マ

ー
ク
を
身
に
着
け
た
人
を
見
た

際
は
、
▽
電
車
・
バ
ス
で
席
を

譲
る
▽
困
っ
て
い
る
と
き
は
声

を
掛
け
る
―
―
な
ど
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
を
。

同
マ
ー
ク
は
、
▽
市
役
所
１

階
の
障
害
福
祉
課
▽
同
介
護
保

険
課
▽
同
２
階
の
こ
ど
も
福
祉

課
▽
市
保
健
セ
ン
タ
ー
―
―
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

全
て
の
人
に
安
全
な
踏
切

点
字
シ
ー
ト
を
設
置

昨
年
４
月
、
他
県
の
踏
切
で
、

目
の
不
自
由
な
人
が
列
車
と
接
触

し
亡
く
な
る
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、
国
土
交
通
省
は
６

月
、「
道
路
の
移
動
等
円
滑
化
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
定

し
ま
し
た
。

市
は
８
月
、
阪
急
伊
丹
線
新
伊

丹
駅
北
側
に
あ
る
新
伊
丹
踏
切

（
梅
ノ
木
２
）
内
に
横
断
歩
道
用

点
字
シ
ー
ト
（
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー

ン
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

構
造
は
、
幅
４５
㌢
㍍
の
点
字
シ

ー
ト
を
踏
切
内
に
接
着
し
た
も
の

で
、
横
断
方
向
の
手
掛
か
り
と
な

り
、
目
の
不
自
由
な
人
も
踏
切
を

安
全
に
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。問

市
道
路
保
全
課
!

７８４
・
８
０

５
８
。

市
役
所
で
営
業
中

ぷ
ち
ば
と
ー

障
が
い
者
就
労
施
設
が
共
同
で

運
営
す
る
売
店
「
ぷ
ち
ば
と
ー
」

は
、
市
役
所
１
階
の
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
で
月
〜
金
曜
の
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
、
営
業
し
て
い
ま
す
。

弁
当
や
パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
や
手

作
り
雑
貨
な
ど
、
母
の
日
や
父
の

日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、
ク
リ
ス
マ

ス
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
な
ど
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
た
商
品
を
期
間
限
定
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

入
れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
一
休

み
し
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ

一
緒
に
盛
り
上
が
ろ
う

第
３４
回
市
親
善
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
４
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

９
時
、
５
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
、
伊
丹
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
。

西
日
本
の
チ
ー
ム
が
集
結
し
ま

す
。
激
し
い
攻
防
が
展
開
さ
れ
る

夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
花
形
競

技
を
観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

第
４
回
市
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

３
月
１９
日
㈰
午
後
０
時
半
、
ス

ワ
ン
ホ
ー
ル
で
。

定
員
１２
チ
ー
ム
。

参
加
料
１
チ
ー
ム
千
円
。

#
申
込
書
（
Ｅ
メ
ー
ルg

u
p

p
ers1
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